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こ
ん
な
ホ
ー
ム
に
住
み
た
い
。

●

カ
ル
チ
ャ
ー
が
あ
る
（
生
け
花
、
合
唱
、
麻
雀
等
）。
庭
が
あ
り
、
手
伝
い

で
き
る
。
78
　
●

運
動
が
で
き
る
。
83  	

●

自
分
の
性
格
に
あ
っ
て
い
る
。
68

●

自
由
に
過
ご
せ
る
空
間
、
時
間
が
多
い
。
71
　	

●

自
由
。
77

●

行
動
の
自
由
が
あ
る
。
食
事
が
自
分
の
歯
に
あ
っ
た
物
が
出
る
。
歯
の
あ
る

人
が
「
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
79
　	

●

食
事
。
78

●

部
屋
広
い
（
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、
押
入
、
ベ
ラ
ン
ダ
）。
静
か
、
自
然
い
っ
ぱ
い
。
84

●
働
い
て
い
る
方
々
が
優
し
い
。
友
人
で
き
た
ら
…
。
口
う
る
さ
い
人
は
嫌
。
88

●

ス
タ
ッ
フ
同
士
が
仲
良
く
元
気
な
所
。
69	

●
教
育
の
行
き
届
い
た
施
設
。
76

●

雰
囲
気
が
明
る
い
。
ホ
ー
ム
職
員
の
仲
が
良
い
、
食
事
が
美
味
し
い
。	

73

●

景
色
が
良
い
少
人
数
の
所
。
68
　
●

清
潔
感
。
88
　	

●

居
心
地
が
良
い
。
69

●

自
然
の
中
で
、
小
鳥
や
小
動
物
や
子
供
た
ち
の
声
等
々
聴
こ
え
る
環
境
。
72

●

家
に
近
い
。
63  

●

同
。
９
人 	

●

街
中
に
あ
る
。
73 

●

同 

82

●

交
通
の
便
が
よ
い
所
。
82	

●

他
県
の
娘
か
息
子
の
住
む
近
く
に
。
63

●
価
格
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
充
実
。
65  

●

同
。
11
人 

　

●

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
。
88	

●

生
活
し
や
す
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
。
81	

●

和
や
か
で
楽
し
い
。
85
　	

●

ア
ル
コ
ー
ル
は
厳
禁
か
？
84	

●

年
金
で
賄
え
る
。
88 

●

同 

81 

●

同 

82  

●

希
望
等
、
と
て
も
言
っ
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
81 	

●

評
判
良
い
。
74 

●

同 

81 

●

同 

84 

●

同 

84
　
●

堅
実
運
営 

81

●

自
由
で
明
る
い
雰
囲
気
の
ホ
ー
ム
。
87
　	

●

評
判
の
良
い
と
こ
ろ
。
85

●

料
理
も
で
き
、
外
に
も
出
ら
れ
る
。
85
　	

●

お
だ
や
か
に
暮
ら
せ
る
。
96

●

麻
雀
設
備
の
あ
る
所
。
75	

●

サ
ー
ク
ル
等
が
あ
り
、
散
歩
も
し
や
す
い
。
73

●
自
由
に
外
出
、
外
泊
可
能
。
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
が
万
全
。
81

●

担
当
者
が
誠
実
で
相
談
の
で
き
る
と
こ
ろ
（
影
の
イ
ジ
メ
が
心
配
）。
　
89

●

働
く
人
が
若
く
て
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
る
。
と
に
か
く
明
る
い
事
必
須
。
86

●

ホ
ー
ム
の
職
員
が
退
職
し
な
い
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と
。	

75

●

お
ひ
と
り
様
、
友
人
、
夫
婦
、
家
族
な
ど
、
多
様
な
縁
と
自
活
度
を
認
め
る

暮
ら
し
方
が
で
き
る
、
一
昔
ま
え
の
町
内
か
な
。	

76	

●

離
れ
が
点
在
す
る
よ
う
な
ホ
ー
ム
。
60	

●

妻
と
同
じ
ホ
ー
ム
。
75

●

家
に
近
い
。
75 

　
●

同
。
10
人  

　 	

●

街
中
に
あ
る
。
73
　
●

同 

75

●

交
通
の
便
が
良
い
。
63 

●

同 

83 

●

同
87 

●

家
族
が
来
や
す
い
。
76 	

●

同 

89

●
価
格
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
充
実
。
73  

●

同
。
５
人 

●

年
金
で
賄
え
る
。
75
　
●

同 

78
　
●

年
金
内
で
。
81
　
●

身
分
相
応
の
。
82

●

職
員
の
質
。
85
　
●

費
用
の
安
い
特
養
で
、
従
業
員
の
親
切
な
と
こ
ろ
。	

89

 

興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
由
は
？

●

一
人
と
な
っ
て
、
調
べ
た
り
入
所
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
た
。
性
格
的
に

Ｎ
Ｏ
を
出
し
た
。
一
人
生
活
の
自
由
、
気
楽
、
時
間
の
制
限
、
人
間
関
係
。
89

●

時
間
で
動
く
集
団
。
カ
ゴ
の
鳥
（
親
が
入
居
）。
72	

●

在
宅
介
護
を
希
望
。
75

●

家
が
良
い
。
72 

●

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
生
き
る
。
80 

●

自
宅
に
い
た
い
。
82

●

で
き
れ
ば
入
所
し
な
い
で
生
活
し
た
い
。
74
　	

●

入
り
た
く
な
い
。
99

●
い
つ
ま
で
も
自
宅
で
生
活
し
た
い
。
80 

●
最
後
は
娘
家
族
と
暮
ら
す
予
定
。
76

●

祖
父
母
が
入
居
、
自
由
が
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
60 	

●

行
き
た
く
な
い
。
85	

●

費
用
的
に
無
理
。
85 

●

同 

87 

●

今
の
と
こ
ろ
元
気
。
81	

 

●

若
い
の
で
。
63

●

生
涯
、
家
で
。
81 

●

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
。
78 

●

娘
た
ち
が
い
る
。
86 

 

【
番
外
編
】「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
」「
救
わ
れ
た
」

●

余
裕
あ
る
方
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
高
級
施
設
も
あ
り
で
す
が
、
耳
に
す
る

の
は
人
手
不
足
も
あ
り
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
…
」。
で
も
我
慢
す
る
し
か
…
。

人
生
の
幕
引
き
は
暖
か
い
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
実
態
が
全
く
解
り
ま

せ
ん
。
85
　
●

長
男
に
一
存
。
私
よ
り
早
死
に
し
な
い
で
と
言
っ
て
い
る
。
89

●

親
が
違
う
ホ
ー
ム
に
入
所
。
そ
れ
ぞ
れ
良
い
所
に
入
れ
、
私
ひ
と
り
で
４
人

の
介
護
と
な
り
、
不
安
ば
か
り
の
と
こ
ろ
大
変
助
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
明

る
く
元
気
な
楽
し
い
雰
囲
気
に
、
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
74

気
に
な
る
の
は
「

気
に
な
る
の
は
「
費
用
費
用
」や「
」や「
立
地
立
地
」」

だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！

だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！

　
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
、
小
紙
読
者
の

皆
さ
ん
も
次
々
と
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
投
稿
も
、
だ
い
ぶ
増
え
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
お
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
あ
っ

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
７
割
近
い
方
が「
老
人
ホ
ー

ム
に
興
味
あ
り
」と
い
う
お
答
え
で
し
た
。

Ｑ

Ｑ

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
日 

２
０
２
５
年
７
月
末
〜
８
月

回
答
数
１
０
８
人

女性 男性

女性 男性

あるある

  6565％％

あるある

  3939％％

あるある

  6969％％

あるある

  6868％％

ないない

  2626％％

ないない

  3232％％

ないない

  2929％％

ないない

 61 61％％

入居中入居中66％％入居中入居中55％％ 　

老
人
ホ
ー
ム
に

興
味
は
あ
る
？

　

老
人
ホ
ー
ム
を

見
学
し
た
こ
と
は
？

※
●
…
女
性
　
●
…
男
性
　（
今
回
は
匿
名
で
）

 

興
味
あ
り
。
理
由
や
知
り
た
い
こ
と
。

●

入
居
し
て
い
る
方
の
本
音
を
聞
き
た
い
。
79
　	

●

部
屋
、
職
員
の
態
度
。
73

●

住
ん
で
い
る
人
の
感
想
。
84	

●

入
居
さ
れ
た
方
の
生
の
声
。
85	

●

職
員
さ
ん
の
対
応
の
仕
方
。
上
下
横
の
つ
な
が
り
、
方
針
な
ど
。	

78

●

看
取
り
ま
で
し
て
く
れ
る
の
か
。
69
●
要
介
護
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
。
82

●

い
つ
ま
で
、
い
ら
れ
る
の
か
。
76
　
●

自
由
度
。
71	

●

サ
ー
ビ
ス
内
容
。
81	

●

子
供
の
世
話
に
な
ら
ず
、
自
立
し
た
い
か
ら
（
迷
惑
か
け
た
く
な
い
）。	

86

●

環
境
。
87
　
●

少
な
い
年
金
で
入
れ
る
ホ
ー
ム
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？	

71

●

費
用
は
年
金
で
賄
え
る
か
。
85 

●

費
用
、
サ
ー
ビ
ス
の
中
味
。
73 

●

同
。
82

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。
78 

●

費
用
と
立
地
。
65 

●

費
用
、
入
居
条
件
。
68 

●

費
用
。
68 

●

同 

71 

●

同 

94 

●

同 

68 

●
料
金
、
限
度
が
あ
る
。
81  

●

規
模
。
81

●

料
金
、
病
気
に
な
っ
て
も
所
在
可
能
か
？ 

倒
産
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？	

75

●

夫
婦
ど
ち
ら
か
が
動
け
な
く
な
り
、
負
担
が
か
か
る
場
合
に
入
所
予
定
。
入

所
し
て
い
る
人
に
電
話
な
ど
し
て
聞
き
、
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
。	

89

●

い
ろ
い
ろ
な
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
よ
う
で
、
自
分
に
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の

か
ど
う
か
気
に
な
る
。
85
　	

●

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
、
立
地
、
雰
囲
気
等
。
84

●

入
居
し
た
時
の
行
動
制
限
は
？
87
　
　
　
●

入
居
者
間
の
人
間
関
係
は
？	

87

●

回
り
の
方
は
高
い
と
…
。
国
民
年
金
だ
け
、
子
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い
。	

81

●

生
活
支
援
、
安
心
し
て
暮
ら
し
住
め
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
。	

81

●

価
格
、
館
内
の
環
境
。
75
●

費
用
や
環
境
。
85 

●

料
金
。
85 

●

同 

87
●

同 

68  

●

料
金
、
規
則
。
68  

●

日
課
や
食
事
、
料
金
。
78 

●
金
額
、
設
備
、
娯
楽
。
75 

●

運
営
主
体
の
途
中
放
棄
な
し
。
87 

●

病
気
時
の
処
置
。
88 

●

介
護
内
容
。
88

 

見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。

●

近
く
に
で
き
た
施
設
を
知
っ
て
お
き
た
い
。
76	

●

新
し
く
建
っ
た
の
で
。
74

●

中
の
こ
と
を
よ
く
知
り
た
か
っ
た
。
84 

●

新
築
の
内
覧
会
で
友
と
見
学
。
81

●

部
屋
、
料
理
、
環
境
、
係
の
方
を
知
る
た
め
。
84 	

●

将
来
を
考
え
て
　
71
　

●

友
人
に
誘
わ
れ
て
。
86
　	
●

骨
折
し
て
足
が
弱
く
な
っ
た
の
で
。
82 

●

親
の
入
所
。
74 

　 

●

母
が
入
所
。
71
　  
●

同 

78
　	

●

義
母
の
た
め
。
69

●

母
が
自
立
型
ホ
ー
ム
に
一
時
入
所
。
81
　	

●

叔
母
の
見
舞
が
て
ら
。
81

●
金
次
第
と
思
っ
た
。
78 

●
３
年
前
、
１
人
に
な
っ
た
時
。
入
所
費
高
く
ダ
メ
。
82

●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
。
72 

●

同 

69 

●

同 

78 

●

同 
79 
●

同 

88 

●

同 

68 

●

同 

76 

●

同 

68 

●

同 

82 

●

研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
。
69	
●

介
護
を
学
ぶ
た
め
。
72

●

妻
の
入
居
で
。
75
●

近
所
に
新
規
オ
ー
プ
ン
の
見
学
会
が
あ
っ
た
の
で
。
76

●

自
分
の
た
め
に
。
77
　
●

間
近
だ
か
ら
。
85
　	

●

妻
の
入
所
の
た
め
。
96

●

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
興
味
が
あ
っ
た
。
88
　	

●

内
容
を
知
り
た
い
。
87

●

姉
が
入
っ
て
い
た
。
86  

●

実
兄
が
ホ
ー
ム
を
希
望
。
78  

●

母
の
た
め
。
75

●

義
姉
が
入
所
し
て
い
た
。
81
　	

●

親
の
入
居
。
87  

　
●

慰
問
で
。
83

 

見
学
し
た
こ
と
が
な
い
。

●

金
銭
的
に
無
理
。
75
●

今
の
ホ
ー
ム
は
高
く
て
、
入
れ
る
自
分
で
な
い
。
80

●

ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
る
。
73
　
　
●

同 

81
　
　
　
●

同 

65
　
　
　
●

同 

68

●

家
に
居
た
い
。
88
　
●

自
宅
で
生
活
し
た
い
。
80	

●

機
会
が
な
か
っ
た
。
84

●

価
格
と
家
に
近
く
て
評
判
の
良
い
所
な
ら
…
。	

71

●

現
在
、
広
告
で
見
る
も
の
は
い
か
に
も
高
級
で
現
実
感
が
な
い
。	

81

●

ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
る
。
82 

　
●

同 

76 

　
●

同 

73 

　
●

同 

75  

●

同 

85

●
今
の
と
こ
ろ
一
人
で
生
活
で
き
て
い
る
。
87	

●
健
康
で
自
活
で
き
て
い
る
。
78

●

老
夫
婦
、
元
気
で
過
ご
し
て
い
る
。	

88	

●

仲
間
に
入
れ
る
か
心
配
。
89	

●

金
銭
的
に
余
裕
が
な
い
。
81	

●

静
か
な
個
人
の
時
空
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
…
。
87
　	

●

若
い
の
で
。
63

●

親
身
に
扱
っ
て
く
れ
る
所
な
ら
。	

91	

ど
こ
に

ど
こ
に  

し
よ
う
か
な
？

し
よ
う
か
な
？

好評発売中

男
性
よ
り
も
女
性

見
学
し
て
い
る
の
は

老
人
老
人
ホホ
ーー
ムム



令和 8年 2月号 （2）



令和 8年 2月号

　
入
場
無
料（
筆
記
用
具
持
参
）

　
※
試
技
・
模
範
演
技
・
他

　
　
参
加
無
料
・
会
員
も
募
集
中

☎
０
２
２（
２
７
８
）０
９
５
９（
峯
岸
）

 

終
活
セ
ミ
ナ
ー

備
え
て
、
安
心
。
さ
あ
、

終
活
を
は
じ
め
よ
う
！

　
３
月
４
日（
水
）13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
会  

場
　
台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
無
料
・
定
員
30
人（
要
申
込
）

※
終
活
の
概
要
、
必
要
性
、
検
討

す
べ
き
主
な
内
容
等
。

　    

台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
３
３
）３
９
０
１

マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
・
せ
ん
だ
い

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
３
月
14
日（
土
）13
時
〜

　
会 

場
　
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

※
入
場
無
料
。
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
ゲ
ス
ト
も
。

☎
０
２
２（
２
７
８
）３
９
７
５（
木
村
）

全
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ

演え
ん
か
い懐
コ
ン
ク
ー
ル 

本
選
ラ
イ
ブ

　
３
月
24
日（
火
）11
時
〜 

　
会 

場
　
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

　
入
場
料
　
２
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

※
演
歌
や
懐
メ
ロ
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

（3）

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
２
月
14
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

同 

13
時
30
分
〜
15
時（
会
場
・
講
師
・
参
加
費
は
同
じ
）

　
　 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
修
会

『
喪
失
体
験
に
よ
る
グ
リ
ー
フ

　
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
る
』

　
２
月
14
日（
土
）13
時
〜
16
時

　
会  

場
　
み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
佐
藤
悠
子
氏（
東
北
グ
リ
ー
フ

　
サ
ポ
ー
ト
代
表
・
岡
部
医
院
仙
台
医
師
）

※
喪
失
体
験
に
よ
る
感
情
や
思
い
、

そ
の
反
応
や
行
動
が「
グ
リ
ー
フ
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
時
か
大
切
な

誰
か
と
、
お
別
れ
す
る
日
が
来
ま
す
。

揺
れ
動
く
気
持
ち
の
受
け
止
め
方
を

皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料

　
　  

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

宮
城
県
支
部

☎
０
２
２（
２
６
３
）５
０
９
１

台
原
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

昭
和
時
代
・
手
品

マ
ジ
ッ
ク
体
験
教
室

　
２
月
15
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

　
会 

場  

台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
※
試
技
・
模
範
演
技（
参
加
無
料
）

☎
０
２
２（
２
５
１
）５
４
７
１（
古
田
）

シ
ル
バ
ー
創
作
展
示
会

　
１
月
27
日（
火
）
〜
２
月
１
日（
日
）

1010
時
〜
時
〜
1818
時（
最
終
日

時（
最
終
日
1616
時
ま
で
）

時
ま
で
）

　
会 

場
　

電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

※
シ
ニ
ア
に
よ
る
洋
画
・
日
本
画
・
書
・

写
真
・
工
芸
・
手
工
芸
の
展
示
会

　    

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
交
流
啓
発
係

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
１
７
０

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
・
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
　

交
流
新
年
会

　
１
月
30
日（
金
）11
時
30
分
〜
14
時

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
２
３
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
）

　
定
員
20
人
程
、
申
込
締
切
は
28
日

　
差
し
入
れ
歓
迎
。

　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
会
員
は
参
加
費
２
０
０
０
円

※
読
者
の
山
田
和
子
さ
ん
が
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
、
読
者
会
の
加
茂
昭
六
郎

会
長
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
披
露
！

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

橋
の
お
話
し

　
２
月
13
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時  

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
３
０
０
円（
要
予
約
）

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

日
本
尊
厳
死
協
会
東
北
支
部  

公
開
講
演
会

Ｑ
Ｑ
車
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と

　
２
月
19
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

　
会  

場
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
無
料 

（
※
要
予
約
・
定
員
50
人
）

　 

講
演
者
　
伊
藤
道
哉（
東
北
支
部
長
）

 

　
　  

日
本
尊
厳
死
協
会
東
北
支
部

☎
０
２
２（
２
１
７
）０
０
８
１

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
ラ
ン
チ
懇
親
会

　
２
月
22
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会 

場
　
名
掛
丁
ア
ー
ケ
ー
ド
内
店
舗

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

　

 

太
陽
の
会
・
仙
台

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０

う
れ
し
楽
し
古
民
家･

道
中
庵
de
ひ
な
ま
つ
り

　
３
月
１
日（
日
）
〜
３
日（
火
）

1010
時
〜
時
〜
1515
時（
入
場
無
料
）

時（
入
場
無
料
）

　
会
場
／
古
民
家･

道
中
庵

※
雛
人
形
、
ち
り
め
ん
細
工
な
ど
の
展

示
、 

手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
、カ
フ
ェ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
他
。

　

 

粋
々
ま
ち
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
齊
藤
）

☎
０
８
０（
５
５
５
８
）４
３
５
１

台
原
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
３
月
１
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

　
会 

場  

台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

奏
で
楽
し
ん
で
い
る
全
国
の
愛
好
家

か
ら
、
審
査
に
合
格
し
た
精
鋭
が
仙

台
に
集
結
し
て
火
花
を
散
ら
し
ま
す
。

審
査
員
の
先
生
６
人
の
ラ
イ
ブ
演
奏

も
あ
り
、
一
般
の
方
も
楽
し
め
ま
す
。

　
　   

み
や
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会（
折
原
）

☎
０
９
０（
９
４
２
３
）８
３
５
３

    

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報         

仙
台
西
部
の
古
道
散
策
路
歩
き

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物
等

は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
…
仙
台
市
西
部
の
里
山

　

 

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

冬
鳥
観
察
ウ
オ
ー
ク 
10
㎞  

 

２
月
８
日（
日
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
　
利
府
駅
前（
東
北
本
線
）

　 

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

厳
寒
健
康
増
進
ウ
オ
ー
ク 

９
㎞  

２
月
12
日（
木
）    

集
合  

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
　
仙
台
駅
東
口
２
Ｆ
広
場

　 

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

　

 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

里
山
ウ
オ
ー
ク（
県
民
の
森
を
散
策
）  

10
㎞  

 

２
月
12
日（
木
）     

集
合 

９
時
40
分

　 

集
合
場
所
　
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
第
一
駐
車
場

　 

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

総
会
ウ
オ
ー
ク（
名
所
、
旧
跡
を
訪
ね
て
）  

10
㎞    

 

２
月
14
日（
土
）     

集
合 

９
時
　
　

　 

集
合
場
所
　
北
仙
台
駅（
地
下
鉄
南
北
線
）

　 

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
込
）  

    

宮
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

☎
０
９
０（
７
６
６
２
）８
４
４
３

木
曜
ウ
オ
ー
ク（
榴
岡
コ
ー
ス
） 

６
・
10
㎞  

 

２
月
26
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
　
勾
当
台
公
園
野
外
音
楽
堂
前

　 

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
込
）  

    

宮
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

☎
０
９
０（
２
０
２
０
）４
４
５
０

令
和
８
年
度
入
学
生
募
集

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

募
集
　
２
月
６
日（
金
）〜
３
月
17
日（
火
）

開
設
場
所
　
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
ほ
か

社
会
活
動
コ
ー
ス

応
募
資
格
　
50
〜
74
歳（
定
員
80
人
）

仙
台
市
内
に
お
住
ま
い
の
通
学
可
能
な
方

期
　
間
　
２
年
間
（
学
習
日
数
　
年
間
30
日
程
度
）

受
講
料
　
２
２
０
０
０
円
（
年
間
）

【
学
習
内
容
】シ
ニ
ア
の
た
め
の
食
生

活
、
快
眠
で
健
康
脳
、
四
ッ
谷
用
水
に

つ
い
て
、
伊
達
騒
動
の
真
相
、
他

75
歳
か
ら
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

応
募
資
格
　
75
歳
以
上（
定
員
40
人
）

仙
台
市
内
に
お
住
ま
い
の
通
学
可
能
な
方

期
　
間
　
１
年
間
（
学
習
日
数
　
年
間
28
日
程
度
）

受
講
料
　
１
２
０
０
０
円
（
年
間
）

【
学
習
内
容
】シ
ニ
ア
の
た
め
の
食
生

活
、
生
活
の
中
に
運
動
を
、
仙
台
ま
ち

あ
る
き
、
芭
蕉
と「
奥
の
細
道
」、
他

【
学
園
説
明
会
】

　
３
月
２
日（
月
）10
時
〜
11
時

　
会 

場
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
※
予
約
不
要
、
参
加
任
意
。

　    

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
事
務
局

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
１
２
９

 

参
加
者
募
集
！         

  

楽
し
い 

健
康
麻
雀

　
毎
週
水
曜
日
　（
要
予
約
）

　
会 

場
　

麻
雀
わ
ん
わ
ん

東
一
中
央
ビ
ル
Ｃ
棟
６
階

１
日
コ
ー
ス
…
（
10
時
〜
15
時
）１
５
０
０
円

半
日
コ
ー
ス
…
（
13
時
〜
16
時
）１
０
０
０
円

※
好
評
に
つ
き
、
毎
週
開
催
致
し
ま
す
。

木
曜
日
希
望
者
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
健
康
麻
雀
愛
好
会（
鶴
）

☎
０
９
０（
５
３
５
３
）３
０
３
８

南
光
台
で 

麻
雀
を
ご
一
緒
に

　
毎
週
土
曜
日   

９
時
〜
12
時

　
会 

場
　

南
光
台
コ
ミ
セ
ン

　
会
員
募
集
中（
60
歳
以
上
の
方
対
象
）

　
※
会
員
と
し
て
の
年
会
費
２
４
０
０
円

　
　
麻
雀
の
年
会
費
１
０
０
０
円

　

 

老
人
ク
ラ
ブ
南
光
台
第
二
天
寿
会（
菱
沼
）

☎
０
９
０（
２
６
４
６
）４
６
０
１

傾
聴
サ
ロ
ン  

参
加
無
料（
要
予
約
）                  

　
２
月
７
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
会  

場
　
宮
城
野
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会      

参
加
無
料（
予
約
不
要
）    

　
２
月
14
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
会  

場
　
あ
す
と
長
町

第
２
市
営
住
宅
集
会
所

※
話
す
こ
と
で
一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か

け
に
。
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
あ
な
た
の
心
に
寄
り
添
い
ま
す
。

   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

《
情
報
を
募
集
中
》

営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
高
齢
者

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
・
サ
ー
ク
ル
等
の

情
報
を
募
集
。
掲
載
料
は
無
料
で
す
。

　
　
公
正
証
書
遺
言
は
、
遺
言
者
が

紙
に
自
ら
遺
言
の
内
容
の
全
文
を
手

書
き
し
、
か
つ
、
日
付
及
び
氏
名
を
書
い
て
、

署
名
の
下
に
押
印
す
る
自
筆
証
書
遺
言
と

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

公
正
証
書
遺
言
と
自
筆
証
書
遺
言
（
そ
の
２
）

　
今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
合
同
公
証
人
役
場
　
公
証
人
　
小
沢
正
明

　
次
に
、
④
証
人
の
要
否
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
筆

証
書
遺
言
で
は
証
人
は
不
要
で

す
。
こ
れ
に
対
し
、
公
正
証
書

遺
言
で
は
、
証
人
２
名
の
立
ち

合
い
が
必
要
で
す
。
証
人
が
立

ち
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
言

者
の
真
意
を
確
認
し
、
手
続
が

適
式
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
担
保

さ
れ
ま
す
。
次
に
、
⑤
保
管
上

の
危
険
性
の
有
無
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
筆
証
書
遺

言
は
、
自
宅
で
保
管
し
て
い
る

場
合
は
、
こ
れ
を
紛
失
し
、
あ

る
い
は
、
発
見
し
た
者
が
自
分

に
不
利
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る

と
思
っ
た
時
な
ど
に
、
破
棄
し

た
り
、
隠
匿
や
改
ざ
ん
な
ど
を

て
、
③
検
認
手
続
の
要
否
、
と

い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
自
筆
証

書
遺
言
は
、
そ
の
遺
言
書
を
発

見
し
た
人
が
、
家
庭
裁
判
所
に

そ
れ
を
持
参
し
、
そ
の
遺
言
書

を
検
認
す
る
た
め
の
手
続
を
経

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
対
し
、
公
正
証
書
遺
言
で
は
、

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
検
認
の

手
続
が
不
要
で
す
の
で
、
相
続

人
等
の
負
担
が
少
な
く
て
済
み

ま
す
。

　
前
回
の
令
和
７

年
８
月
号
で
、
公

正
証
書
遺
言
と
自
筆
証
書
遺
言

の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
、
公
正
証
書

遺
言
と
自
筆
証
書
遺
言
の
、
①

無
効
と
な
る
危
険
性
の
有
無
、

②
字
が
書
け
な
い
場
合
の
違

い
、
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
続
き
で
す
。

　
公
正
証
書
遺
言
と
自
筆
証
書

遺
言
の
違
い
の
３
番
目
と
し

し
た
り
し
て
し
ま
う
危
険
性
が

な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
対
し
、
公
正
証
書
遺
言
で
は
、

遺
言
書
の
原
本（
令
和
７
年
10
月

か
ら
は
、
電
子
公
正
証
書
と
し

て
原
本
を
保
管
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
）
を
必
ず
公
証
人
役

場
で
保
管
し
ま
す
の
で
、
遺
言

書
の
原
本
が
破
棄
さ
れ
た
り
、

隠
匿
や
改
ざ
ん
が
さ
れ
た
り
す

る
心
配
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
⑥
費
用
の
有
無
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

筆
証
書
遺
言
は
、
自
分
で
手
書

き
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
費
用
も

か
か
ら
ず
、
い
つ
で
も
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
公
正
証
書
遺
言
で
は
、

作
成
に
は
政
令
で
定
め
ら
れ
た

手
数
料
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

自
筆
証
書
遺
言
に
も
、
法
務
局

に
お
け
る
自
筆
証
書
遺
言
保
管

制
度
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

保
管
に
際
し
て
若
干
の
手
数
料

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
公
正
証
書
遺
言
と
自
筆
証
書

遺
言
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
違

い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

ご
理
解
の
上
で
、
公
正
証
書
遺

言
の
作
成
を
ご
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ａ Ｑ

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ
（遺言・任意後見契約・その他）

仙台合同公証人役場
仙台市青葉区二日町 16-15　プライムゲート晩翠通 ２階

☎（221）6031　公証人　菅野俊明

☎（266）8398　公証人　鈴木桂子

☎（261）0377　公証人　金沢和憲

☎（222）8105　公証人　小沢正明

受
講
生
募
集
中

受
講
生
募
集
中

紙面をご自宅に郵送するサービスです。
設置場所が近くにない、お身体の都合など
で紙面を取りに行けない方などが利用され
ています。料金は 1 年間で１８００円です。
お申込み先／シルバーネット ☎２７４-１００４

シルバーネットのシルバーネットの

郵送サービス郵送サービス

麻雀で頭をひねり、会話を麻雀で頭をひねり、会話を
楽しみ、指の運動にも一役楽しみ、指の運動にも一役



令和 8年 2月号 （4）

ち
ゃ
せ
ご（
チ
セ
ゴ
）

横
田
春
治
73
　
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
東

　
岩
切
地
区
で
は
昭
和
43
年
頃

ま
で
、
各
家
を
ま
わ
っ
て
正
月

の
お
も
ち
を
も
ら
う
こ
と
を
〝
チ

セ
ゴ
〟と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
学
６
年
生
の
頃
、
顔
に
墨

を
塗
り
自
分
が
ど
こ
の
誰
だ
か

分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
チ

セ
ゴ
と
言
い
な
が
ら
モ
チ
を
も

ら
う
の
で
す
。
不
幸
の
あ
っ
た

家
か
ら
は
、
も
ら
う
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

　
モ
チ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
水

に
入
れ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
、

き
な
こ

を
付
け

て
食
べ

る
の
が

楽
し
み

で
し
た
。

「
モ
チ
で

す
よ
」と
、
大
根
に
粉
を
ま
ぶ
し

て
渡
さ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
年
代
が
変
わ
り
、「
も

の
も
ら
い
」と
言
う
こ
と
で
止
め

る
こ
と
に
。
は
ず
か
し
い
、
お

し
ょ
す
い
を
忘
れ
た
少
年
の
思

い
出
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
読
み
取
り
機�

菱
沼
俊
行
79
　
泉
区
将
監

　
１
月
４
日
ま
で
の
新
年
の
休

み
を
待
っ
て
早
々
に
外
出
し
た

先
は
、
や
っ
ぱ
り
病
院
で
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
を
読

み
取
り
機
に
挿
入
、
指
示
に
従

い
暗
証
番
号
を
入
力
し
て
無
事

終
了
。
次
の
病
院
で
も
読
み
取

り
機
に
カ
ー
ド
を
挿
入
。
し
か

し
、
前
の
病
院
と
は
違
い
、
カ
ー

ド
の
向
き
は
横
向
き
挿
入
。
暗

証
番
号
の
数
字
の
並
び
も
、
前

の
病
院
と
は
違
い
ま
し
た
。
せ

め
て
数
字
入
力
画
面
は
、
一
般

的
な
テ
ン
キ
ー
の
配
置
に
し
て

欲
し
か
っ
た
。

　
今
月
中
旬
、
３
番
目
の
病
院

に
行
く
予
定
。
ど
ん
な
機
械
が

待
っ
て
い
る
か
楽
し
み
で
す
が
、

一
抹
の
不
安
も
。
病
院
や
薬
局

に
よ
り
ま
ち
ま
ち
な
機
械
で
は
、

高
齢
者
は
使
う
の
が
億
劫
に
な

り
ま
す
。
国
や
行
政
が
統
一
し

た
物
に
指
導
し
て
欲
し
か
っ
た

と
、
思
い
ま
し
た
。

優
し
い
息
子
の
旅
立
ち

佐
々
木
陽
子
68
　
富
谷
市

　
新
年
を
迎
え
38
歳
の
息
子
は
、

住
み
慣
れ
た
我
が
家
を
離
れ
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
入
居
い
た

し
ま
し
た
。
家
族
を
い
つ
も
助

け
、
励
ま
し
て
く
れ
た
息
子
。

入
居
ま
で
は
辛
く
苦
し
く
又
、

笑
い
励
ま
し
合
っ
た
様
々
な
人

間
模
様
が
あ
り
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
３
カ
所
の

事
業
所
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、

日
常
生
活
の
い
ろ
は
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
谷
社

協
の
Ｓ
さ
ん
、
保
健
師
の
Ａ
さ

ん
、
作
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
力
強
さ
、

そ
し
て
何
よ
り
息
子
本
人
の
努

力
の
積
み
重
ね
で
決
定
し
ま
し

た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
。

　
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
出
逢
っ
た
方
々
に
感

謝
と
優
し
さ
を
忘
れ
ず
に
生
き

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

心
新
た
に
、
家
族
一
人
ひ
と
り

の
旅
立
ち
で
す
。

今
年
は
心
穏
や
か
に
丁
寧
に	

井
上
正
子
77
　
若
林
区
若
林

　「
お
は
よ
う
」で
始
ま
る
朝
の

ひ
と
と
き
。
当
り
前
の
夫
と
交

わ
す
挨
拶
の
瞬
間
が
、
一
日
の

ス
タ
ー
ト
。
高
齢
と
共
に
夫
の

寝
息
、
イ
ビ
キ
も
心
地
良
く
、

い
や
し
と
、
さ
わ
や
か
さ
、
安

堵
を
感
じ
ま
す
。

　
今
年
は
心
穏
や
か
に
丁
寧
に

生
き
た
い
、
暮
ら
し
の
中
で
も

よ
り
良
い
選
択
を
重
ね
た
い
。

ま
ず
今
、
最
も
重
き
を
置
く
べ

き
も
の
、
大
切
に
す
べ
き
も
の

を
見
極
め
、
失
敗
と
思
う
こ
と

も
失
敗
に
終
わ
ら
せ
ず
次
に
活

か
し
て
い
け
る
よ
う
に
。
そ
の

日
そ
の
日
を
悔
い
る
こ
と
な
く
、

充
実
と
歓
喜
の
日
々
で
あ
り
た

い
と
…
。
希
望
に
満
ち
た
一
年

と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

今
年
の
私
の
一
字
、『
開
』	

長
谷
川
登
美
77
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
絵
手
紙
が
趣
味
の
私
は
、
年

が
改
ま
る
度
に
決
意
の
漢
字
を

決
め
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新

年
も
昨
年
と
同
じ『
開
』と
決
め
、

声
の
か
か
っ
た
こ
と
は
な
る
べ

く
挑
戦
し
て
新
し
い
扉
を
開
こ

う
と
決
め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
町
内
の
集
ま
り

で
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
は
、

看
板
に
絵
や
文
字
を
か
く
プ
ロ

の
方
。「
こ
こ
に
絵
を
描
い
て

み
て
く
だ
さ
い
」と
、
長
編
詩
が

書
い
て
あ
る
大
き
な
用
紙
を
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
。
人
の
書
い

た
文
章
に
絵
を
入
れ
る
と
は
面

白
そ
う
と
思
い
、
頂
き
ま
し
た
。

絵
手
紙
が
趣
味
で
あ
っ
て
も
、

本
格
的
な
絵
を
描
い
た
こ
と
が

な
い
私
。
こ
の
時
も『
開
』の
一

文
字
が
背
中
を
押
し
た
の
で
す
。

新
年
に
思
う

船
山
あ
き
こ
99
　
多
賀
城
市

　
一
月
で
九
十
九
歳
に
な
り
ま

し
た
。
高
齢
社
会
の
今
、
甘
え

て
ば
か
り
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
ど
う
す
れ
ば
周
り
の

人
に
あ
ま
り
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
生
活
で
き
る
か
、
を
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
を
し
た
り
、
身
体

の
動
け
る
う
ち
は
今
や
っ
て
る

仕
事
や
趣
味
を
続
け
て
。
家
に

こ
も
ら
ず
、
人
の
中
に
出
て
会

話
を
楽
し
ん
で
。
一
日
い
ち
日

を
大
切
に
、
生
活
出
来
る
事
に

心
か
ら
感
謝
し
て
、
残
り
少
な

い
人
生
を
元
気
で
静
か
に
過
ご

し
た
い
で
す
。 （
絵
も
船
山
さ
ん
）

午
年
二
人	

芦
立
冨
見
代
90
　
青
葉
区
支
倉
町

　
我
が
家
は
夫
が
昭
和
五
年
の

午
年
生
ま
れ
、
次
男
が
昭
和

四
十
一
年
の
丙

ひ
の
え
う
ま午

年
生
ま
れ
で
、

二
頭
の
〝
馬
〟が
在
住
で
す
。

　
次
男
誕
生
が
丙
午
年
に
か
か

る
と
知
っ
た
明
治
生
ま
れ
の
義

父
、
義
母
は
大
慌
て
。「
男
の
子

を
生
め
よ
」と
言
わ
れ
続
け
、
私

の
心
の
中
で
は「
無
理
な
こ
と
言

わ
な
い
で
、
ど
ち
ら
で
も
い
い

じ
ゃ
な
い
」と
反
発
心
が
。
無
事

出
産
し
た
時
は
二
人
共
に
大
喜

び
。
現
代
で
は
笑
い
飛
ば
さ
れ

る
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
が
、
ま

だ
残
っ
て
い
た
時
代
で
す
。

　
年
男
二
名
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年

を
重
ね
て
、
鼻
息
が
少
々
弱
く

な
っ
て
き
た
夫
。
元
気
い
っ
ぱ

い
の
次
男
。
去
年
の
暮
に
は
、

早
め
に
馬
の
掛
軸
も
掛
け
ま
し

た
。
今
年
の
二
人
の
無
病
息
災

を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

七
人
の
洋
子	

平
野
洋
子
89
　
太
白
区
西
中
田

　
最
初
は
気
に
も
し
て
い
な

か
っ
た「
洋
子
」
の
名
、
毎
月
、

七
人
程
の
洋
子
さ
ん
た
ち
の
投

句
に
気
が
つ
い
た
。
塚
本
洋
子

先
輩
も
、
み
ん
な
ど
ん
な
理
由

で
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
！

高
校
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
も
三

人
の
洋
子
が
。
流
行
っ
て
い
た

の
？
　
今
年
も
洋
子
パ
ワ
ー
で

投
句
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

も
う
昔
話
で
し
ょ
う
か
？�	



日
向
野
洋
子
77
　
青
葉
区
貝
ヶ
森

　
小
学
生
の
頃
、
学
校
の
ト
イ

レ
を
使
う
時
は
ド
ア
を「
ト
ン
ト

ン
」と
叩
き
ま
し
た
。「
使
用
中
」

と
か「
開
」の
表
示
が
な
か
っ
た

の
で
す
ネ
。

　
祖
父
は
胴ど

う
ら
ん乱
の
中
か
ら
刻
み

煙
草
を
摘つ

ま

ん
で
、
煙き

せ

る管
に
詰
め

実
に
美
味
し
そ
う
に
吸
い
。
長

火
鉢
の
五ご

と

く徳
に
ポ
ン
ポ
ン
と
煙

管
を
ぶ
つ
け
て
灰
を
落
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
Ｔ
Ｖ
は

箱
形
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
ガ

チ
ャ
ッ
と
回
す
タ
イ
プ
。
時
折
、

映
像
が
乱
れ
る
と
Ｔ
Ｖ
の
頭
を

ド
ン
と
叩
く
と
、
何
故
か
ま
た

映
り
ま
し
た
。

　
大
学
受
験
の
時
は
、
ひ
た
す

ら
電
報
が
届
く
の
を
待
ち
ま
し

た
。
赤
い
封
筒
に「
サ
ク
ラ
サ

ク
」、
普
通
の
封
筒
に「
サ
ク
ラ

チ
ル
」。
孫
は
パ
ソ
コ
ン
を
ポ4

チ
ッ
4

4

と
押
す
だ
け
で
、
合
否
判

明
！
　
や
っ
ぱ
り
私
の
体
験
は
、

昔
話
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ネ
。

文 屋 文 江73	 若林区南小泉

高橋智雅子70　	泉区住吉台

及川たい子78	 岩沼市

有 住 明 子63	 青葉区中山台

鹿 又 和 子85	 太白区茂庭

髙 松 光 子79	 太白区山田北前町

新 野 早 苗84	 宮城野区大梶

藤沢智恵子82　富谷市明石台

原山圭子79  若林区荒井

目
黒
い
つ
子
76
　	

泉
区
南
中
山

斎
藤
功
一
85	

青
葉
区
上
愛
子

山
形
　
正
76	

青
葉
区
中
山

中
谷
は
る
み
81	

青
葉
区
中
山
台

渡
辺
美
津
子
78
　
若
林
区
若
林

佐
々
木
幹
児
88	

大
和
町

髙
橋
ス
マ
ノ
99	

青
葉
区
落
合

伊
藤
貞
子
98	
青
葉
区
中
山
台

菊
地
成
人
74	

宮
城
野
区
幸
町

長
谷
川
登
美
77	

青
葉
区
中
山
吉
成

佐
藤
昭
子
73	

泉
区
明
石
南

平
野
洋
子
73	

太
白
区
東
中
田

会
津
曜
子
88	

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

佐
藤
ふ
さ
子
74	

青
葉
区
錦
ヶ
丘

鈴
木
昌
子
81	

大
河
原
町



令和 8年 2月号（5）

地
球
一
周
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
（
14
）	

阿
部
　
弘
83
　
泉
区
長
命
ヶ
丘

　
日
本
を
出
て
48
日
目
、
イ
ギ

リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
に
着
き
ま

し
た
。
２
日
間
の
滞
在
、
初
日

は
港
廻
り
を
徒
歩
見
学
。
ザ
・

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
生
誕
の
地
で
、

大
き
な
４
人
の
銅
像
を
見
た
り
、

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・
リ
バ
プ
ー

ル
Ｆ
Ｃ
選
手
の
グ
ッ
ズ
が
沢
山

売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
バ
ス
ツ
ア
ー
で
市

内
観
光
。
大
聖
堂
、
市
庁
舎
な

ど
を
見
学
。
リ
バ
プ
ー
ル
大
聖

堂（
英
国
教
会
）は
英
国
最
大
の

建
築
物
で
、
74
年
の
歳
月
を
費

や
し
て
造
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
聖
堂（
カ
ト

リ
ッ
ク
）は
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ

ン
。
全
く
異
な
る
表
情
の
大
聖

堂
が
、
同
じ
通
り
の
両
端
に
位

置
す
る
こ
と
も
不
思
議
で
し
た
。

聖
堂
の
内
部
を
自
由
に
撮
影
で

き
る
こ
と
も
驚
き
で
し
た
。

無
彩
色
の
淋
し
い
時
代�

中
村
勇
子
72
　
太
白
区
鈎
取
本
町

　
街
へ
出
か
け
て
み
た
。
ま
ば

ら
な
人
並
、
身
に
着
け
て
い
る

色
は
白
、
黒
、
茶
、
グ
レ
ー
。

な
ん
と
無
彩
色
。
先
日
ま
で
あ
っ

た
店
は
閉
店
し
て
い
て
、
百
貨

店
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
が
、
や
っ

ぱ
り
無
彩
色
。
メ
ー
カ
ー
は
、

高
級
品
や
色
物
は
売
れ
な
い
の

で
作
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

だ
か
ら
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同

じ
物
し
か
な
い
、
目
で
遊
ぶ
と

い
う
こ
と
は
無
く
な
っ
て
い
る
。

洋
服
ま
で
世
相
を
感
じ
さ
せ
る
、

淋
し
い
時
代
に
な
っ
た
と
思
う
。

す
ば
ら
し
い
若
者
た
ち
に
涙	

金
田
綾
子
88
　
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

　
先
日
、
腰
痛
で
救
急
車
に
。

立
つ
こ
と
も
寝
る
こ
と
も
、
寝

返
り
も
で
き
な
い
。
包
括
の
人

が
何
回
も
来
て
く
れ
、
若
い
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
が
ベ
ッ
ト
を
組
み

立
て
、
そ
の
早
さ
、
そ
の
優
し

い
言
葉
の
お
か
げ
で
、
今
は
だ

い
ぶ
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
質
問
し
ま

し
た
。
ど
う
し
て
こ
の
仕
事
を

す
る
様
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

「
お
金
で
は
な
く
、
お
年
寄
り
の

人
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
い
か
ら
」

　
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
？
　「
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　
素
晴
ら
し
い
若
者
た
ち
が
私

た
ち
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と

思
い
、
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
の
帯お

び

に
な
っ
て	

目
黒
い
つ
子
76
　
泉
区
南
中
山

　
第
27
弾
シ
ル
バ
ー
川
柳『
き
ら

め
く
昭
和
編
』
に
、
私
の
最
高

傑
作『
美
容
師
に 

お
任
せ
し
た

ら  

ち
び
ま
る
子
』が
掲
載
さ
れ
、

生
ま
れ
て
初
め
て
の
出
来
事
に

驚
き
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

又
、
帯
に
も
作
品
が
載
っ
て
い

た
こ
と
に
、
し
ば
ら
く
気
づ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
娘
に
連
絡
し

た
ら
、「
一
生
に
一
度
、
載
る
か

ど
う
か
だ
よ
、
ス
ゴ
い
よ
」と
喜

ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

買
う
と
い
う
こ
と

村
上
一
枝
83
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　 

先
日
、
偶
然
、
私
の
洋
服
ダ

ン
ス
を
開
け
た
夫
が「
な
ん
だ
こ

の
洋
服
の
多
さ
は
、
ど
う
し
た

ん
だ
」と
声
を
上
げ
た
。
私
は
夫

の
顔
色
を
見
な
が
ら「
そ
れ
は
、

あ
な
た
に
怒
ら
れ
た
数
だ
け
あ

る
の
」と
返
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

ス
ト
レ
ス
解
消
は
、
酒
も
飲
め

な
い
私
と
あ
っ
て
買
物
を
し
て

う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
の
で
あ
る
。

　
12
月
中
旬
、
身
寄
り
の
無
い

夫
の
姪
が
亡
く
な
っ
た
。
傍
ら

か
ら
見
て
豊
か
そ
う
な
彼
女
で

あ
っ
た
が
、
夫
が
喪
主
に
な
り

葬
儀
が
終
わ
っ
た
後
、
片
付
け

に
２
週
間
も
か
か
っ
た
。
ブ
ラ

ン
ド
の
バ
ッ
グ
の
数
々
、
ブ
ラ

ン
ド
の
洋
服
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ロ
ー
ン
の
残
債
が
あ
る
高
級
外

車
、
ス
マ
ホ
、
等
々
、
一
流
の

物
だ
け
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
癒
や
さ

れ
て
い
た
彼
女
の
生
活
を
見
て
、

そ
ん
な
姪
を「
可
哀
想
だ
」
と
、

し
み
じ
み
言
っ
た
夫
…
。
結
婚

一
年
ち
ょ
っ
と
で
夫
を
事
故
で

亡
く
し
、
以
来
、
拒
食
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
彼
女
は
67
歳
の
命

を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
女
の
せ
め
て
も
の
救
い
は
、

夫
と
私
が
入
院
中
毎
日
の
よ
う

に
大
学
病
院
に
通
い
、
ベ
ッ
ト

の
側
で
寄
り
添
っ
た
日
々
だ
っ

た
の
か
も
…
と
、
し
み
じ
み
思
っ

た
。
今
は
葛
岡
の
フ
ォ
レ
ス
ト

ガ
ー
デ
ン（
樹
木
葬
）に
、
静
か

に
眠
っ
て
い
る
。

老
人
力千

葉
洋
子
74
　
太
白
区
長
町

　
先
日
、
長
男
が「
老
人
力
」と

い
う
文
庫
本
を
送
っ
て
き
て
く

れ
た
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は「
老
人

力
と
は
物
忘
れ
、
繰
り
言
、
た

め
息
と
い
っ
た
現
象
に
潜
む
未

知
の
力
」と
あ
る
。
私
も
、
最
近

は
名
前
を
思
い
出
せ
な
か
っ
た

り
、
物
を
置
き
忘
れ
た
り
す
る
。

そ
ろ
そ
ろ
サ
プ
リ
で
予
防
？
等
、

考
え
る
が
、
書
の
中
に
あ
る
よ

う
に「
老
人
力
が
つ
い
て
来
た
」

と
思
え
ば
、
歳
を
と
る
こ
と
に

積
極
性
が
出
て
く
る
の
か
も
。

　
ベ
ン
チ
を
見
つ
け
た
ら
即
座

る
。
人
の
優
し
さ
に
触
れ
れ
ば

有
り
難
く
頂
い
た
り
、
頼
っ
た

り
す
る
。
そ
ん
な「
老
人
力
」は
、

老
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
身
に
付

か
な
い
途
轍
も
な
い
大
き
な
力

だ
と
、
自
信
を
持
つ
べ
き
か
も
！

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
塗
り
絵

川
添
賢
次
77
　
北
九
州
市

　
こ
の
塗
り
絵
は
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｔ
Ｐ
に「
ピ
カ
ソ
風
、
阿
波
踊

り
の
塗
り
絵
用
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
」と
依
頼
。
で
き
た
も
の
に
、

私
な
り
に
彩
色
し
た
も
の
で
す
。

私
を
励
ま
す
た
め
の
言
葉
？	

白
鳥
三
代
子
72
　
若
林
区
遠
見
塚

　
家
を
出
て
角
を
曲
が
っ
た
ら
、

久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
人
が
い

た
。
母
が
亡
く
な
っ
た
時
、
焼

香
に
来
て
い
た
だ
い
て
か
ら
三

カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。

な
か
な
か
会
え
な
い
も
の
だ
な

と
思
っ
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、

嬉
し
さ
で
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

　
お
互
い
に
と
り
と
め
の
な
い

話
を
し
た
後
、
そ
の
人
が「
実

は
今
朝
、
白
鳥
さ
ん
の
夢
を
見

た
ん
で
す
」
と
。
ど
ん
な
夢
で

す
か
と
尋
ね
た
ら
、「
遊
園
地

で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に

乗
っ
て
楽
し
そ
う
で
し
た
」と
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ

た
こ
と
も
な
い
の
で
、
ま
さ
に

夢
の
中
の
話
で
す
ね
と
笑
っ
た
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
霊
感
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
、
こ
う
し
た

偶
然
に
出
会
う
こ
と
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
あ
る
。
あ
の
人
ど
う
し
て

い
る
か
な
、
会
い
た
い
な
と
思
っ

て
い
る
と
、
想
像
も
付
か
な
い

場
所
で
バ
ッ
タ
リ
会
う
こ
と
が

あ
る
。
テ
レ
パ
シ
ー
が
相
手
を

引
き
寄
せ
る
？
　
紅
い
糸
で
つ

な
が
れ
て
い
る
と
も
思
え
る
。

　
さ
て
、
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
話
は

私
を
励
ま
す
た
め
、
喜
ば
せ
る

た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
人
の
優
し
さ
に
触
れ
て
、

ま
た
元
気
づ
け
ら
れ
た
。

徳
川
家
康
公
の
な
ぞ
？

叶
　
芳
雄
78
　
青
葉
区
柏
木

　
過
月
、
仙
台
市
博
物
館
で｢

徳

川
十
五
代
将
軍
展｣

を
見
た
。

　
徳
川
家
の
歴
代
将
軍
の
甲
冑

が
勢
揃
い
し
、
実
に
見
応
え
が

あ
っ
た
が
、
不
思
議
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
何
故
、
初
代
将

軍
家
康
公
の
前ま

え
だ
て立（
兜
の
正
面
の

飾
り
）が
、
目
立
た
ぬ
地
味
な
シ

ダ（
歯
朶
）な
の
か
？
　
伊
達
政

宗
公
の
前
立
は
勇
ま
し
い
三
日

月
、
上
杉
謙
信
は
日
輪（
太
陽
）

と
三
日
月
、
真
田
幸
村
は
鹿
角

に
六
文
銭
、
武
田
信
玄
は
獅
子

噛
…
他
に
ト
ン
ボ
、
蝶
、
カ
ニ
、

カ
マ
キ
リ
ま
で
あ
る
の
に
。

　
シ
ダ
は
４
億
年
も
昔
か
ら
生

き
続
け
、
繁
殖
力
が
強
く
枯
れ

に
く
い
為
、
子
孫
繁
栄
や
長
寿

を
意
味
す
る（
こ
の
シ
ダ
は
、
福

島
以
南
に
自
生
す
る
ウ
ラ
ジ
ロ

と
さ
れ
）。
関
ケ
原
の
戦
い
や
大

阪
の
陣
で
も
こ
の
歯し

だ

ぐ

そ

く

朶
具
足
を

着
て
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、
徳

川
家
に
と
っ
て
特
に
縁
起
の
良

い
吉

き
っ
し
ょ
う
祥
の
鎧
と
さ
れ
た
。

　
天
下
人
家
康
は
、
死
に
臨
ん

で
の
戦
場
で
も
質
素
倹
約
、
質

実
剛
健
、
不
屈
の
精
神
か
ら
敢

え
て
目
立
た
ぬ
シ
ダ
を
前
立
て

に
し
た
も
の
と
思
う
。

友
よ
、
あ
り
が
と
う

長
谷
川
道
子
72
　
太
白
区
西
中
田

　
身
体
の
不
調
が
重
な
り
、
入

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
院

に
関
す
る
説
明
等
に
は
同
伴
が

必
要
、
血
縁
関
係
の
あ
る
方
に

し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
、
子

供
や
兄
妹
に
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

　
50
年
来
の
同
期
の
友
夫
婦
が

心
配
し
て
く
れ
、
付
き
添
う
と

言
っ
て
き
た
。
大
丈
夫
と
言
っ

て
も
引
き
下
が
ら
ず
、「
送
り
迎

え
だ
け
で
も
す
る
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
効
か
な
い
か
ら
！
」と
。
嬉

し
く
感
謝
し
か
な
い
。
健
康
に

な
り
落
ち
着
い
た
ら
、
沖
縄
に

行
こ
う
と
約
束
。
そ
の
た
め
に

も
、
互
い
に
健
康
で
い
な
い
と
。

20
回
目
の
健
康
麻
雀
愛
好
会	

鶴
亜
佐
雄
84
　
青
葉
区
国
見
ヶ
丘

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
健
康
麻
雀

愛
好
会
も
１
月
14
日
で
20
回
目

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
参
加
者
の
お
陰
で

す
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
ア
イ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
人
生

ジ
ミ
ー
狩
野（
牧
男
）85
　
カ
ナ
ダ

　
真
冬
の
シ
ム
コ
ー
湖（
カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
）は
、
私
に

と
っ
て
特
別
な
場
所
だ
。
キ
ン

と
張
り
詰
め
た
空
気
、
足
元
で

ミ
シ
ミ
シ
と
鳴
る
氷
、
そ
し
て

湖
面
を
覆
う
雪
と
氷
の
銀
世
界
。

そ
ん
な
厳
し
い
大
自
然
の
中
で
、

氷
に
開
け
た
小
さ
な
穴
に
糸
を

垂
ら
す「
ア
イ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
」は
、
私
の
人
生
を
豊
か
に
し

て
く
れ
た
。

続
き
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で

　
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
お
手
紙
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
紙
面
や
楽
し
い
川

柳
、
サ
ー
ク
ル
情
報
等
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日野実千代76	 太白区西の平

針 生 節 子73	 宮城野区安養寺

塗 た か 子81	 塩釜市

柏 崎 英 子86	 若林区若林

渡辺美由紀67	 青葉区北根黒松

金 田 綾 子88	 宮城野区鶴ヶ谷

佐藤千代子73	 若林区荒井

針
生
と
も
子
64	

大
衡
村

齋
藤
恵
美
子
71	

若
林
区
今
泉

小
野
寺
幸
子
78
　
青
葉
区
北
目
町

菅
　
誠
吾
78	

太
白
区
西
の
平

松
元
ゆ
り
子
72	

富
谷
市
あ
け
の
平

叶
　
芳
雄
78	

青
葉
区
柏
木

関
　
正
勝
83	青

葉
区
中
江

横
田
春
治
73	

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
東

佐
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木
芙
美
子
80
　
青
葉
区
中
山
台

梶
原
幸
子
85	

青
葉
区
東
勝
山

中
山
と
も
子
77	

富
谷
市
日
吉
台

結
城
勝
子
81	

宮
城
野
区
宮
千
代

阿
部
　
弘
83	

泉
区
長
命
ヶ
丘

久
慈
レ
イ
98	

太
白
区
茂
庭
台

和
賀
久
佳
64	

泉
区
向
陽
台

石
黒
育
子
77	

青
葉
区
中
山
台



令和 8年 2月号

こ

①
昔
の
刑
事
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
、
煙
を
モ
ク
モ
ク
さ
せ
な
が
ら
の
渋
い
表
情
が
絵
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

②
暗
い
道
、
段
差
、
雪
道
な
ど
で
は
手
す
り
が
欲
し
く
な
る
も
の
。
動
い
ち
ゃ
う
自
転
車
と
か
、
知
ら
な
い
人
と
か
は
ダ
メ
で
す
か
ら
ね
。

③
た
ま
に
は
〝
命
の
洗
濯
〟を
！
　
旅
行
や
趣
味
を
楽
し
み
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
④
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、50
年
前
の
あ
の
話
が
…
。

［
秀
作
］

［
特
選
］

 

旧
ド
ラ
マ
　た
ば
こ
プ
カ
プ
カ
　腹
が
立
つ  

　中
　　山
　　中
沢
常
夫
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食卓・孤食・出前（配食）・外食・腹黒

次の課題

　※義 務 では
　　ありません。

※自由句でもOK。
シニア世代らしい作品を歓迎

川柳・絵手紙・エッセイ　投稿規定
● 参加資格：６０歳以上（※絵手紙は県内の方のみ）  

● 投稿無料（※お１人各１通迄・川柳は５句まで）

氏名は本名で  ※ペンネームは原則不可（応相談）

年齢・住所・（携帯）電話・メールアドレス
アンケートの回答（任意）を明記
※年齢をお忘れなく！メールアドレスは１度だけでＯＫ。
　難しい字には、フリガナを（作品、氏名、共に）

※川柳とエッセイは、加筆することがあります。次点となった過去の作品を
掲載することがあります。投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。

※絵手紙は、印刷に対応できるクオリティであれば、検討いたします。

メールでも受け付けます。55se n r y u@gma i l . c om

【個人情報の取扱い】読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って管理いた
します。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示すること
がございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

お米に関する質問です。

1. 米５㎏の適正価格、希望は
　いくらぐらい？（500 円単位で）

2. 米の食べる量、変わりましたか？
①変わりない　②減った（どのくらい）　③増えた

3.「減った」という方に質問
　米の代わりに食べているものは？
　①パン　②うどん　③その他（なに？）

［
特
選
］
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　ハ
ゲ
ま
ぶ
し	

富
沢
南	

扇
　　光
男
93

老
い
た
身
は
　座
っ
て
着
替
え
　ゆ
っ
た
り
と	

あ
す
と
長
町	

荒
木
　　清
93

リ
フ
ト
な
し
　の
ぼ
り
10
分
　下
り
３
分
　	

緑
ヶ
丘	

白
取
悦
子
94

こ
れ
か
ら
の
　暮
ら
し
ゆ
っ
く
り
　き
ま
ま
に
と
　	

夢
眠
あ
お
や
ま	

管
井
安
子
94

老
齢
に
　神
も
仏
も
　欲
も
な
し
　	

長
　　町	

千
石
　　巌
97

別
れ
あ
る
　た
び
に
う
た
う
は
　婆
昴
　　	

茂
庭
台	

久
慈
レ
イ
98

百
生
き
て
　紅
白
く
う
と
　陽
を
拝
む
　　	

茂
庭
台	

久
慈
レ
イ
98

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

ク
ラ
ス
会
　家
族
自
慢
に
　酔
い
覚
め
る
　	

東
宮
城
野	

大
友
宏
光
61

初
詣
　拝
み
が
長
い
　前
の
人
　　	

福
　　室	

今
野
早
苗
69

ク
マ
さ
ん
に
　出
会
わ
ぬ
よ
う
に
　手
を
合
わ
せ	

榴
　　岡	

笠
松
芳
之
73

初
孫
や
　崩
れ
崩
れ
て
　爺
の
顔	

宮
千
代	

髙
橋
武
子
73

止
め
ど
な
き
　パ
ー
テ
ィ
ー
献
金
　止
め
ら
れ
ぬ	

幸
　　町	

菊
地
成
人
73

初
売
り
で
　人
を
か
き
わ
け
　福
袋	

鶴
ヶ
谷
東	

菅
野
富
佐
子
74

今
年
も
か
い
　熊
に
戦
争
　地
震
イ
ヤ	

五
　　輪	

長
谷
川
義
昭
75

骨
折
で
　皆
に
祈
ら
れ
　ス
テ
ッ
プ
踏
む
　　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
77

初
日
の
出
　拝
む
す
が
た
に
　年
か
ん
じ	

苦
　　竹	

佐
藤
よ
し
み
77

ば
ら
ば
ら
で
　祈
る
は
ひ
と
つ
　健
康
に	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
77

お
年
玉
　減
ら
し
乗
り
切
る
　物
価
高
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
79

背
伸
び
す
る
　孫
が
愛
し
い
　受
験
生
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
79

冬
眠
を
　忘
れ
た
熊
は
　凍
死
せ
よ
　　　	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
80

今
度
こ
そ
　素
直
な
妻
で
　尽
く
し
ま
す	

田
子
西	

安
藤
恵
子
81

夢
な
ら
ば
　覚
め
ず
に
い
て
ね
　ア
ワ
ビ
様
　　	

宮
千
代	

結
城
勝
子
81

正
月
は
　厚
い
財
布
が
　ペ
ッ
チ
ャ
ン
コ	

鶴
ヶ
谷
北	

加
藤
　　襄
82

孫
が
ふ
え
　年
金
ふ
え
ず
に
　シ
ワ
が
ふ
え	

鶴
ヶ
谷
北	

加
藤
　　襄
82

お
さ
な
ご
と
　遊
ぶ
私
も
　同
じ
か
な
　	

高
　　砂	

鴫
原
秀
夫
82

星
空
に
　語
り
か
け
て
　何
に
願
う
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

細
川
悦
子
83

孫
自
慢
　ピ
ア
ノ
動
画
を
　見
せ
歩
く	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
84

変
え
た
い
の
　テ
レ
ビ
と
昼
寝
の
　毎
日
を	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
84

人
情
と
　鮭
の
切
身
が
　薄
さ
増
す	

幸
　　町	

渡
辺
暢
久
83

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題 

投
稿
総
数
２
４
９
通
　
編
集
室
選

家
族
・
拝
む
・
愚
痴
る

冬
・
滑
る
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家
族
写
真
　飾
る
長な

げ

し押
も
　今
は
な
し	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
84

大
ニ
ュ
ー
ス
　東
仙
台
に
　熊
が
出
た
　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
84

残
り
も
の
　腹
に
入
れ
よ
か
　冷
凍
か
　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
84

あ
れ
こ
れ
と
　愚
痴
の
タ
ネ
な
ら
　胸
一
杯	

岩
　　切	

村
上
泰
子
86

活
け
花
に
　話
し
か
け
つ
つ
　水
を
や
り	

大
　　梶	

新
井
和
子
86

歳
重
ね
　こ
ん
な
筈
と
は
　み
な
愚
痴
る	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
86

カ
ミ
さ
ん
が
　ぼ
け
た
ら
め
し
の
　食
い
上
げ
だ	

原
　　町	

今
部
治
朗
88

ね
る
前
に
　３
回
笑
い
　ぐ
っ
す
り
と	

鶴
ヶ
谷	

金
田
綾
子
88

お
正
月
　マ
ラ
ソ
ン
見
て
て
　元
気
出
た	

鶴
ヶ
谷	

金
田
綾
子
88

物
価
高
　ま
な
こ
見
開
き
　特
売
所
　	

福
　　室	

阿
部
栄
一
88

抱
き
し
め
る
　曾
孫
の
賀
状
　婆
の
笑
み	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
88

ブ
ツ
ブ
ツ
と
　愚
痴
り
買
い
物
　す
る
婆
さ
ん
　　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
89

お
年
玉
　あ
げ
る
お
金
と
　孫
が
あ
る
　　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
89

初
日
の
出
　光
り
浴
び
つ
つ
　手
を
合
わ
す
　　	

鶴
ヶ
谷	

村
井
冨
美
子
89

核
家
族
　昔
の
よ
さ
を
　思
い
だ
す
　　	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
89

手
を
合
わ
せ
　お
願
い
し
た
い
と
　裏
で
舌
　　	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
89

老
人
は
　家
の
中
で
も
　よ
く
す
べ
る
　　	
清
水
沼	

浜
野
享
吾
92

年
女
　今
年
は
跳
ね
た
し
　老
婆（
老
馬
）か
な	
東
仙
台	

伊
藤
千
枝
子
96

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

杵
と
臼
　親
戚
総
出
　お
も
ち
つ
き
　	

若
　　林	

渡
辺
　　薫
67

フ
レ
イ
ル
も
　怖
い
け
れ
ど
も
　こ
の
寒
さ	

南
石
切
町	
東
海
林
芳
男
68

愚
痴
っ
て
も
　寂
し
さ
ば
か
り
　こ
の
頃
は	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

ぐ
ち
っ
て
も
　ど
う
に
も
な
ら
ぬ
　わ
が
身
体	

五
十
人
町	

大
森
　　晃
69

恐
る
恐
る
　両
手
を
出
し
て
　歩
い
て
ま
す	

五
十
人
町	

大
森
憲
一
71

初
料
理
　み
ん
な
の
酷
評
　ウ
マ
か
っ
た	

五
十
人
町	

大
森
憲
一
71

竹
ス
キ
ー
　子
供
の
頃
は
　滑
っ
た
な
あ	

遠
見
塚	

白
鳥
三
代
子
72

愚
痴
忘
れ
　七
福
神
と
　お
茶
楽
し	

南
小
泉	

文
屋
文
江
73

冬
空
は
　宝
石
よ
り
綺
麗
　無
料
で
す	

南
小
泉	

文
屋
文
江
73

か
ぞ
く
か
な
　お
な
じ
か
た
ち
の
　は
な
ば
か
り	

荒
井
東	

遠
藤
洋
子
74

孫
と
酌く

む
　め
っ
ち
ゃ
笑
顔
の
　傘
寿
爺
々
　	

上
飯
田	

佐
藤
則
子
74

ダ
ン
ナ
へ
の
　不
満
　魚
に
　ラ
ン
チ
会
　	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
75

初
日
の
出
　く
も
り
で
拝
む
は
　ハ
ゲ
頭
　	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
75

サ
プ
リ
よ
り
　対
話
楽
し
む
　ボ
ケ
防
止
　　　　　	

若
　　林	

井
上
正
子
77

孫
取
ら
れ
　猫
と
寝
る
爺
　冬
の
夜
　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
79

10
年
目
　家
族
の
頂
点
　怖
い
嫁
　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
79

リ
モ
コ
ン
も
　歳
を
重
ね
て
　文
字
消
え
る
　　　　	

沖
　　野	

大
友
勝
美
81

子
供
に
は
　フ
ォ
ロ
ー
し
た
以
上
に
　し
て
も
ら
い	

荒
　　井	

小
野
さ
つ
き
82

物
価
高
　メ
モ
を
片
手
に
　お
買
い
物	

上
飯
田	

千
葉
き
よ
子
82

春
よ
こ
い
　老
体
冬
眠
に
　入
り
ま
す
　　	

荒
　　井	

清
野
聡
子
82

元
旦
に
　孫
に
ハ
グ
さ
れ
　舞
い
上
が
る
　　	

沖
　　野	

大
和
田
久
美
82

年
重
ね
　口
か
ら
出
る
の
は
　イ
テ
・
テ
・
テ
ー
　	

沖
　　野	

大
和
田
久
美
82

丙
午
　今
年
は
飛
躍
だ
　飛
び
出
そ
う	

文
化
町	

佐
藤
洋
子
82

お
日
様
と
　ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
　手
話
ご
っ
こ	

若
　　林	

佐
藤
紀
子
85

病
室
で
　「
帰
ら
な
い
で
」に
　こ
こ
ろ
病
む	

上
飯
田	

小
野
寺
宏
85

無
理
か
も
ね
？
　言
葉
背
に
受
け
　試
着
室
　	

霞
　　目	

阿
部
サ
ダ
子
86

ま
あ
ま
あ
か
　白
髪
と
し
わ
の
　ハ
ー
モ
ニ
ー
　　	

若
　　林	

柏
崎
英
子
86

我
が
家
族
　み
や
く
み
ゃ
く
続
く
　ほ
で
な
し
子
　　文
化
町	

佐
藤
哲
造
87

登
れ
ず
に
　石
段
見
上
げ
　手
を
合
わ
す
　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
87

ス
リ
ー
ト
ッ
プ
　高
市
、
大
谷
　そ
し
て
熊
　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
88

初
夢
で
　去
年
の
悪
魔
　退
治
し
た
　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
88

離
れ
て
り
ゃ
　孫
、
ひ
孫
指
さ
し
　あ
ん
た
誰
　　	

荒
井
南	

渡
辺
勝
江
88

雪
道
を
　滑
っ
て
転
ん
で
　孫
燥

は
し
ゃ

ぐ
　　	

荒
井
東	

庄
司
宗
吉
90

馬う

ま

く
い
く
　災
い
の
な
い
　一
年
に
　　	

南
小
泉	

山
岡
京
子
91

一
秒
を
　大
事
に
守
り
　長
く
生
き
　　	

文
化
町	

高
橋
知
杏
96

愛
の
手
を
　集
め
リ
ハ
ビ
リ
　舎
に
向
か
う	

文
化
町	

高
橋
知
杏
96

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

ツ
ブ
ヤ
キ
の
　愚
痴
が
受
け
た
　「
ヒ
ロ
シ
で
す
」	

桂	

清
川
悦
嗣
63

鎧
着
て
　戦
う
夫
に
　酒
の
あ
て
　　	

北
中
山	

今
野
弥
生
69

気
が
つ
け
ば
　家
電
相
手
に
　愚
痴
っ
て
る
　　　　	

住
吉
台	

高
橋
智
雅
子
70

二
十
二
時
　愚
痴
を
と
ろ
か
す
　甘
い
酒
　	

明
石
南	

佐
藤
昭
子
73

立
っ
て
れ
ば
　終
わ
る
こ
と
な
い
　家
事
ノ
ル
マ	

明
石
南	

佐
藤
昭
子
73

し
め
縄
が
　あ
れ
ば
何
で
も
　手
を
合
わ
す
　	

南
中
山	

澤
田
石
廣
道
73

五
円
玉
　持
っ
て
神
社
を
　梯
子
す
る
　	

南
中
山	

澤
田
石
廣
道
73

幸こ

う

せ

ん

や

先
矢
　値
上
が
り
し
て
ず
　初
安
堵
　　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
律
子
74

物
価
高
　ヘ
ソ
ク
リ
出
番
　な
の
に
何
処	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
75

冬
賞
与
　拝
む
女
房
は
　エ
ビ
ス
顔	

旭
丘
堤	

浦
田
隆
次
75

会
え
る
た
び
　互
い
に
笑
顔
　ほ
ん
や
か
に	

八
乙
女
中
央	

粕
谷
泰
功
75

大
失
敗
　バ
ー
ゲ
ン
待
て
ず
　冬
コ
ー
ト
　　	

南
中
山	

目
黒
い
つ
子
75

お
目
当
に
　繰
り
出
す
人
出
　初
売
り
日	

七
北
田	

阿
部
昌
道
78

初
詣
　ご
縁
あ
れ
よ
と
　五
円
玉	

南
光
台
東	

星
　　健
輔
79

初
日
の
出
　負
け
じ
反
射
の
　我
が
天
辺	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
79

冬
な
の
に
　コ
メ
ン
ト
滑
り
　汗
を
か
き
　	

長
命
ヶ
丘	

二
階
堂
喜
久
子
79

ぬ
く
も
り
を
　確
か
め
あ
っ
て
　一
つ
屋
根
　	

黒
　　松	

板
澤
朋
子
81

押
し
相
撲
　孫
に
勝
た
せ
て
　お
じ
い
さ
ん
　	

泉
ヶ
丘	

小
林
　　功
81

宇
野
昌
磨
　婆
の
推
し
で
す
　孫
に
似
て	
友
愛
町	

浅
利
桂
子
81

カ
ラ
オ
ケ
で
　今
日
も
明
る
く
　生
き
の
び
た
　	
黒
　　松	

及
川
光
子
82

悪
妻
談
　小
遣
春
闘
　連
夜
口く

ぜ

つ説
　	

将
　　監	

庄
子
春
吉
82

お
互
い
に
　愚
痴
を
言
い
合
い
　仲
直
り
　	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
82

卆
寿
過
ぎ
　知
り
合
い
も
減
り
　家
族
葬
　	

将
　　監	
三
枝
正
彦
82

熊
が
出
る
　俺
は
こ
た
つ
で
　冬
眠
す
　	

長
命
ヶ
丘	
阿
部
　　弘
83

俺
の
髪
　な
ん
で
俺
よ
り
　早
く
死
ぬ
　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
83

何
で
か
な
　ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
　よ
く
滑
る	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
84

今
更
に
　子
育
て
結
果
を
　愚
痴
る
我	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
84

バ
ァ
バ
ァ
の
　ご
機
嫌
祈
る
　初
も
う
で	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
85

空
回
り
　今
年
も
減
ら
す
ぞ
　年
賀
状	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
85

孫
と
婆
　笑
う
と
皆
が
　ま
た
笑
う	

将
　　監	

佐
藤
紀
子
86

二
、三
月
　「
滑
る
」の
言
葉
　チ
ョ
ー
禁
句	

将
　　監	

植
野
榮
子
86

七
草
を
　た
た
け
ば
春
の
　香
り
か
な	

黒
　　松	

津
島
洋
子
87

孫
を
見
る
　笑
顔
ジ
ジ
に
も
　投
げ
か
け
て
　	

南
光
台	

山
口
俊
彦
87

家
族
で
も
　図
り
知
れ
な
い
　腹
の
底
　	

将
　　監	

大
場
　　敬
88

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
　入
籍
し
ま
す
　孫
た
よ
り	

山
の
寺	

佐
藤
　　武
88

転
倒
し
　見
上
げ
た
空
は
　青
か
っ
た	

山
の
寺	

佐
藤
　　武
88

一
日
無
言
　風
呂
で
鼻
歌
　今
日
の
〆
め	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
88

お
正
月
　孫
と
ひ
ょ
っ
と
こ
　福
笑
い
　	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
89

空
の
旅
　一
度
も
乗
ら
ず
　最
終
便	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
90

耳
縮
む
　掛
け
た
マ
ス
ク
が
　す
ぐ
外
れ	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
90

初
夢
で
　亡
き
爺
笑
顔
　あ
ん
こ
餅
　	

虹
の
丘	

塚
本
洋
子
92

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　時
間
を
置
い
て
修
正
・
意
見
を
聞
く

雪
か
き
も
　外
出
機
会
と
　励
ま
さ
れ	

多
賀
城
市	

伊
藤
由
美
子
66

た
わ
い
な
き
　じ
じ
ば
ば
談
笑
　冬と

う

だ

ん暖
か
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

山
崎
清
美
68

デ
イ
の
昼
　つ
き
ぬ
話
題
と
　つ
き
ぬ
笑
み
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

山
崎
清
美
68

滑
ら
ぬ
よ
　繋つ

な

い
だ
手
と
手
　温
か
い
　	

富
谷
市	

佐
々
木
陽
子
68

家
庭
内
　愚
痴
る
相
手
は
　ペ
ッ
ト
だ
け	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
69

遺
産
減
る
　家
族
反
対
　老
婚
活	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
69

や
る
事
を
　や
っ
た
ら
神
に
　手
を
合
わ
す
　　	

塩
釜
市	

髙
橋
永
喜
71

愚
痴
る
彼ひ

と

　み
ん
な
天
国
　い
っ
ち
ゃ
っ
た	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
72

い
つ
に
な
る
　ひ
孫
も
見
て
と
　孫
が
い
う
　	

大
崎
市	

堀
越
由
紀
子
72

息
し
て
る
　間
は
愚
痴
を
　聴
い
て
る
さ
　	

富
谷
市	

松
元
ゆ
り
子
72

ば
れ
そ
う
だ
　滑
ら
な
い
よ
う
　口
を
閉
め	

柴
田
町	

安
ヶ
平
良
三
76

子
供
部
屋
　空
き
家
で
す
よ
と
　立
て
看
板	

白
　　石	

星
　　　　明
76

老
い
増
し
て
　安
寧
願
う
　丙
午	

富
谷
市	

三
浦
喜
代
子
77

初
日
の
出
　拝
ん
で
布
団
に
　寝
正
月
　　	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
77

年
賀
状
　代
わ
り
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　40
通	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
78

初
売
で
　ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
　今
年
こ
そ	

岩
沼
市	

及
川
た
い
子
78

じ
い
ち
ゃ
ん
の
　冬
道
運
転
　匙
投
げ
た
　	

富
谷
市	

鈴
木
宏
子
78

夫
婦
ケ
ン
カ
　布
団
を
叩
き
　天
日
干
し
　	

富
谷
市	

菅
原
育
子
79

孫
受
験
　ハ
ン
ド
パ
ワ
ー
で
　「
気
」を
送
る
　	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
80

愚
痴
っ
て
も
　愚
痴
っ
て
も
夫
　う
け
な
が
す
　　　	

塩
釜
市	

塗
た
か
子
81

雪
道
に
　シ
ニ
ア
夫
婦
の
　お
っ
と
っ
と
　　　　	

塩
釜
市	

塗
た
か
子
81

す
べ
ら
ぬ
よ
う
　チ
カ
ラ
入
れ
す
ぎ
　筋
肉
痛	

大
河
原
町	

鈴
木
昌
子
81

ま
ず
し
く
も
　楽
し
き
我
が
家
　う
れ
し
い
な	

岩
沼
市	

小
野
寺
み
つ
子
81

ボ
ケ
防
止
　神
頼
み
で
は
　効
き
目
無
し	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
81

早
と
ち
り
　た
め
息
続
き
の
　歳
始
め	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
81

孫
と
風
呂
　一
緒
に
入
れ
　最
高
だ
　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
京
子
82

冬
の
空
　か
が
や
く
星
に
　一
人
言
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

常
盤
い
よ
子
82

同
じ
こ
と
　今
度
言
っ
た
ら
　認
知
か
も
　	

村
田
町	

小
関
　　恭
85

晩
年
は
　ぐ
ち
る
相
手
な
く
　一
人
言
　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
85

背
伸
び
し
て
　娘
に
負
け
た
　背
く
ら
べ
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

高
橋
千
代
子
87

神
棚
に
　妻
の
延
命
　祈
る
の
み
　	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
88

愛い

と

し
子
の
　顔
見
ず
戦
死
　父
哀
れ
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
々
木
と
み
子
96

ひ
孫
来
る
　心
う
き
う
き
　財
布
見
る
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
々
木
と
み
子
96

昭
和
の
子
　麦
め
し
梅
干
し
　で
も
楽
し
　	

多
賀
城	

船
山
あ
き
こ
98

吾
人
生
　荒
波
の
百
年
　夢
の
ご
と
し	

多
賀
城	

船
山
あ
き
こ
98

　
日
本
全
国（
宮
城
県
を
除
く
）　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

年
賀
状
　欠
礼
忘
れ
　ま
た
送
る
　	

奈
良
市	

辻
本
隆
行
60

孫
の
数
　老
後
資
金
に
　予
想
外
　	

東
京
都	

古
宮
孝
一
66

滑
り
台
　好
き
だ
っ
た
孫
　受
験
生
　	

東
京
都	

古
宮
孝
一
66

お
正
月
　肉
だ
け
食
べ
る
　孫
が
来
る
　	

広
島
県
福
山
市	

南
田
順
子
68

忘
れ
る
と
い
う
　神
様
か
ら
の
　プ
レ
ゼ
ン
ト
　　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
71

女
子
会
で
　あ
の
人
ダ
メ
と
　花
が
咲
く	

東
京
都	

矢
代
理
惠
子
72

美
味
か
っ
た
　あ
の
家
族
味
　薄
く
な
り	

長
崎
市	

中
田
利
幸
73

寝
床
か
ら
　テ
レ
ビ
に
拝
む
　初
日
の
出	

つ
く
ば
み
ら
い
市	

桜
井
て
い
子
74

独
り
言
　増
や
し
て
守
る
　会
話
力	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
75

冥
途
へ
の
　待
合
室
の
　賑
や
か
さ	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
75

ケ
ン
カ
後
の
　バ
ァ
は
４
〜
５
日
　涅ね

は

ん槃
像
　　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
75

婆
の
口
　テ
レ
ビ
と
爺
に
　手
八
丁	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
77

盲
目
の
　恋
は
思
い
出
　今
は
孫	

会
津
若
松
市	

鴨
井
喜
子
79

子
も
育
ち
　今
宵
の
宴
は
　差
し
向
か
い
　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
79

い
い
で
し
ょ
う
　ぼ
っ
ち
の
暮
ら
し
　暢の

ん

き気
だ
よ
　　	

静
岡
県
焼
津
市	

島
田
順
子
81

願
う
よ
り
　感
謝
が
で
き
る
　歳
に
な
り
　	

山
形
県
西
村
山
郡	

今
部
希
雄
82

ど
か
雪
や
　ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
　来
て
欲
し
い
　　　	

さ
い
た
ま
市	

池
嶋
久
春
85

寒
っ
！
の
声
　届
い
て
い
る
か
　お
財
布
へ
　　	

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
や
す
子
86

妻
の
口
　蓋
な
し
ポ
ッ
ト
の
　湯
気
が
立
ち
　　	

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
牧
男
86

こ
の
ご
ろ
は
　靴
下
履
け
ず
　足
つ
る
わ
　　	

埼
玉
県
和
光
市	

小
原
孝
雄
88

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。
岸田紀雄様、飛田秀雄様

髙橋スマノ様、松元ゆり子様
高橋知杏様、Ｍ・Ｔ様、Ｆ・Ｙ様

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
老
人
ホ
ー
ム
で
小
紙
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
方
も
、
多
い
と
思
い

ま
す
。
小
紙
も
何
か
と
ホ
ー
ム
と

の
関
わ
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
読

者
の
方
が
ホ
ー
ム
に
引
っ
越
さ

れ
、
ホ
ー
ム
で
の
出
来
事
を
エ
ッ

セ
イ
や
川
柳
の
ネ
タ
に
さ
れ
た

り
。
投
稿
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
く

な
っ
て
、
ホ
ー
ム
に
問
合
わ
せ
を

し
た
り
。
紙
面
を
毎
月
お
届
け
し

て
い
た
り
…
。
新
し
い
ホ
ー
ム
が

次
々
誕
生
し
て
、
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

▼
ハ
ガ
キ
を
２
通
ご
紹
介
。
①「
南

中
山
の
澤
田
石
さ
ん
の
日
常
生
活

に
特
化
し
た
川
柳
、
い
つ
も
拝
見

し
暖
か
さ
伝
わ
っ
て
心
癒
や
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
、
楽
し
さ

と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
川
柳
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
、
目
黒

い
つ
子
さ
ん
。
そ
の
澤
田
石
さ
ん

か
ら
は「
川
柳
に
出
会
い
目
標
が

出
来
ま
し
た
」と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
。
②「
シ
ル
バ
ー
川
柳
に
早
く

投
稿
し
た
く
て
、
ウ
ズ
ウ
ズ
し
な

が
ら
60
歳
に
な
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
ま
し
た
！
　
シ
ル
バ
ー
川
柳

新
人
で
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
」と
、
奈
良
県
の

辻
本
隆
行
さ
ん
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

新
人
の
ご
登
場
、
大
歓
迎
で
す
！

▼
投
稿
ハ
ガ
キ
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
り
、
年
賀
状
も
た
く

さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
経
費
削
減

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
10
年
程
前
に
Ｂ
Ｓ
で
放
送
し
て

い
た『
久
米
書
店
』と
い
う
番
組
に

て
、
河
出
書
房
新
社
の
シ
ル
バ
ー

川
柳
の
本
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。〝
店
主
〟

を
務
め
て
い
た
の
は
、
久
米
宏
さ

ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。



令和 8年 2月号[仙台圏で月末に発行]

市
電
廃
止
を
前
に
発
売
さ
れ
た
乗
車
券
。

　
　
当
時
の
乗
車
券
は
、
お
い
く
ら
？

【昔の写真を収集中】 大正〜昭和の仙台・宮城を写
した写真や８ミリフィルムの保存活用に努めて
います。ご協力いただける方は、ご連絡ください。

NPO法人20世紀アーカイブ仙台 ☎022（387）0656

仙台駅西口角の一等地にあった、安くお菓子
が買えた人気の菓子問屋。カリントウや甘納
豆が手頃な値段で売られ、量り売りのおせん
べい、缶売りなどもあり、子供のおやつに重
宝がられていました。店先にこぼれていた菓
子を拾って食べる子供の姿もあったとか。

昔のことを思い出したり話したりすること（回想）は、
とても良い脳トレになります。昔の話をしている時の
脳の血流量は、日常会話をしている時と比べて数十倍
も増加したという研究結果もあります。懐かしいあの
頃に思いを馳せて、認知症予防にもお役立てください。

　
仙
台
市
電
は
、
昭
和
51
年
３
月
31
日
に
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
廃
止
を
前
に
仙
台
市
交
通

局
よ
り『
お
な
ご
り
乗
車
記
念 

お
な
ご
り
乗
車

券
』と
い
う
も
の
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
乗
車
券
は
、
い
く
ら
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

問

前回の答え　　『丹六』

写
真
ク
イ
ズ
12

脳
ト
レ

NPO法人20世紀アーカイブ仙台：提供NPO法人20世紀アーカイブ仙台：提供

後
払
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

ア
ド
バ
イ
ス

　
通
販
サ
イ
ト
で
、「
い
つ
で

も
解
約
で
き
る
」「
初
回
特
別

価
格
」と
い
う
美
容
液
の
広
告

を
見
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
を
入
力
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
後

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
え
る
後
払
い
決
済
で
注

文
し
た
。
初
回
分
が
届
い
た
の
で
解
約
手
続

き
を
し
た
ら
、「
初
回
の
み
で
解
約
す
る
場
合

は
、
定
価
と
の
差
額
を
３
日
以
内
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
解
約
で
き
な
い
」と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

解
約
条
件
の
表
示
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
、

販
売
業
者
に
苦
情
を
言
う
と「
表
示
に
問
題
は

な
い
」と
言
う
。次
回
請
求
額
も
当
初
マ
イ
ペ
ー

ジ
に
表
示
さ
れ
た
額
と
違
う
よ
う
に
思
う
。

納
得
で
き
な
い
。
　（
相
談
者
60
歳
代
　
女
性
）

相
談
事
例

相
談
事
例

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

１人で悩まず、早めに相談を…

仙台市消費生活センター

（または、局番なし「188」）
い や や

な や む な

022-268-7867

●
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
特

に
、
契
約
す
る
前
に
表
示

や
料
金
・
契
約
条
件
な
ど
を
し
っ
か
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
な
か
に
は
消
費
者
対
応
が
十
分
で
は
な

い
販
売
業
者
が
後
払
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

販
売
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合

は
、
後
払
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
も

情
報
提
供
し
ま

し
ょ
う
。

●
不
安
に
思
っ

た
場
合
や
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
早

め
に
仙
台
市
消

費

生

活

セ

ン

タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

防犯・詐欺・悪質商法等に

関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話

☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

4 0 4

約22億9,401

＋30

＋約７億2,179

件

万円

件

万円

県内の特殊詐欺件数
 令和7年12月末

不審者や悪質業者の訪問に注意！
　県内において、不審者や悪質訪問業者による突然の訪問など

の相談が多数寄せられてます。

　不審な訪問者は、何らかの目的で訪問し、家族構成や資産状

況などの個人情報を執拗に聞き出そうとしたり、名刺を求めて

も拒否する、正規の業者であれば当然答えられる質問に答えら

れないなど、明らかにその言動が不審です。また、悪質訪問業

者は、事前の連絡をしないで突然訪問し、不必要な屋根の修理

や備品の売買契約を迫る行為をしてきます。

　このような不審な訪問者は、詐欺や強盗などの下見に来てい

るおそれがあります。このような不審な訪問者等がご自宅に来

た場合は、安易に家族構成などの個人情報を教えないようにし

ましょう。拒否したにも関わらず、しつこく勧誘をしてきたり、

帰らないようなことがあれば、すぐに110番通報をしてください。

さらに、近隣の不在住宅の周りをうろついたり、無断で敷地に入る

ような不審者を目撃した場合も迷わず110番通報をお願いします。

相
談
者
　
佐
藤
先
生
、
遺
言
書

を
作
成
し
た
方
が
良
い
の
で

し
ょ
う
か
？ 

佐
藤
　
は
い
、
出
来
る
だ
け
早

く
作
成
を
し
た
方
が
良
い
で

す
。
遺
言
書
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
相
続
手
続
き
を
相
続
人
全
員

と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
ず

に
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

残
さ
れ
た
家
族
に
負
担
を
か
け

ず
に
済
む
か
ら
で
す
。
年
齢
を

重
ね
る
ご
と
に
作
成
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
に

な
る
と
作
成
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

相
談
者
　
相
続
手
続
き
は
大
変

だ
と
聞
き
ま
す
、
家
族
に
は
負

担
を
か
け
た
く
な
い
で
す
ね
。

佐
藤
　 

そ
う
で
す
ね
。
作
成

す
る
と
き
に
は
遺
言
執
行
者
を

指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
者
　
遺
言
執
行
者
と
は
？

佐
藤
　
は
い
、
遺
言
書
の
内
容

に
従
っ
て
実
際
に
財
産
分
け
を

行
う
人
の
こ
と
で
す
。
誰
を
指

定
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
専
門

的
な
手
続
き
は
専
門
家
を
指
定

を
し
て
お
け
ば
相
続
人
は
財
産

が
分
配
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い

る
だ
け
で
良
い
で
す
の
で
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

相
談
者
　
遺
言
執
行
者
を
指
定

し
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う

な
り
ま
す
か
？

佐
藤
　
相
続
人
全
員
で
遺
言
の

執
行
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
誰
か
一
人
が
協
力
し
な
い

と
言
い
出
し
た
場
合
は
執
行
が

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

相
談
者
　
必
ず
指
定
し
て
お
い

た
方
が
良
い
で
す
ね
。
み
ら
い

え
相
続
さ
ん
は
遺
言
執
行
者
を

引
き
受
け
て
い
る
の
で
す
か
？

佐
藤
　
は
い
、
遺
言
書
の
作
成

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

みらいえ
相続サロン

通信
第67回

（
み
ら
い
え
相
続
税
理
士
法
人
）

相
続
専
門
税
理
士
　　
佐
藤
智
春

遺
言
書
作
成
に
つ
い
てみ

ら
い
え
相
続 

三
越
サ
ロ
ン

相
続
発
生
し
て
い
る
方 

60
分
相
談
無
料

　０
１
２
０
（
９
５
７
）
３
３
９

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

た
場
合
、
当
グ
ル
ー
プ
が
遺
言

執
行
者
と
な
り
ま
す
。

相
談
者
　
そ
れ
は
安
心
で
す

ね
。
そ
れ
で
は
遺
言
書
の
作
成

を
み
ら
い
え
相
続
さ
ん
に
相
談

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
三
越
サ
ロ
ン
の
無
料
相
談

で
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お

客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
お
伺

い
し
た
う
え
で
最
善
の
遺
言
案

を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

相
談
者
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


